
 表紙の写真  

 

「平成 29 年 9 月 5 日開催の埼玉西部消防局警防審査会」（左上） 

埼玉西部消防組合警防規程に基づいて、狭山消防署総合訓練場において平成 29 年度    

埼玉西部消防局警防審査会を開催しました。 

埼玉西部消防局警防審査会は、部隊運用を重視した訓練として、当組合管内 5 消防署の

代表部隊が組織的かつ実践的な訓練を行うものです。 

 

「平成 30 年 5 月 9 日開催の埼玉県第 2 ブロック消防長会消防救助技術指導会」（左下） 

平成 29 年度に埼玉県第 2 ブロック消防長会消防救助技術指導会「はしご登はん

（女性の部）」が創設され、昨年度に引き続き当局の女性職員が出場しました。 

 

「平成 30 年度職員採用ポスター写真」（右上） 

 平成30年4月1日現在37名の女性職員が勤務し、その内の24名が指令管制、       

救急隊、消防隊などの24時間の交替制勤務で活躍しています。女性職員が多様な業務に従

事し住民サービスを提供することで、子どもや高齢者、災害時の要支援者などへの対応力

の向上が図られています。 

 ポスターのモデルは、所沢中央消防署消防隊に配属の入職２年目の職員です。  

 

「拠点機能形成車」（右下） 

 平成 30 年 3 月に総務省消防庁より無償貸与され、飯能日高消防署に配備しました。 

緊急消防援助隊及び埼玉県下消防相互応援協定に基づく出動並びに当組合管内で発生し

た災害現場において、消防応援活動を支援する資機材を積載した特殊車両です。 

 

 

 裏表紙の写真  

 

「埼玉西部消防局エンブレム」 

中央の消防章は、雪の結晶の拡大図を基礎とし、これに日章を中心として水管、管そう、

筒先から放出する水柱を配置したものです。また、消防章を囲む 5 本の炎は、組合発足時

の構成 5 市（所沢市、飯能市、狭山市、入間市及び日高市）による消防の任務に対する情

熱、熱意、調和、団結を表しています。 

 




